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教育委員会関係の施設使用料等の見直しについて 

１ これまでの経過 

平成２６年７月 「使用料・手数料の設定基準」を策定・公表（平成２９年４月に改定） 

※ 概ね４年ごとに原価計算に基づく使用料・手数料の見直しを検討することを規定 

平成２９年４月 各施設の使用料・手数料を改定 

令和 ２年７月  令和３年４月の見直しを延期することを公表 

令和 ３年７月  令和４年４月の見直しを実施しないことを公表 

令和 ４年７月  令和５年４月の見直しを実施することを決定・公表 

 

２ 使用料等改定の考え方 

「使用料・手数料の設定基準」に基づき、「教育文化会館」、「市 館」、「有馬・野川生涯学習支援施設」、「 少

年の家」及び「八ケ岳少年自然の家」に設定された「標準的受益者負担割合（25%）」と、平成２７～３０年度決算

額をベースとした「平均的受益者負担割合」を比較しながら、本体価格の見直しを図るとともに、その本体価格に

対し、消費税率１０％を乗じ、消費税の負担の転嫁を図る。 

 

３ 受益者負担割合について 

 （１）標準的受益者負担割合 

 
※公の施設（広く 般市 が利 し、使 料について実質的に決定できる施設）の使 料について、施設の性格

や、その施設で提供しているサービス内容に応じて、市場性（縦軸）及び公共関与の必要性（横軸）により９区分

の標準的受益者負担割合（０～１００％）を設定 

（注）表中の受益者負担割合は平成２７ ３０年度決算の平均値 

・前回 直した、教育 化会館・市 館・有 野川 涯学習 援施設については、 直し後の料 を考慮した 
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 （２）平成２７ ３０年度決算額をベースとした「平均的受益者負担割合」 

 
※受益者負担割合＝使用料収入÷施設の管理運営に要した経費×100 

（管理運営に要した経費について、有馬・野川生涯学習支援施設・ 少年の家・ ケ岳少年 然の家は指定管理委

託料以外の市支出も含む。） 

※「八ケ岳少年自然の家」と「 本 家園」については、「標準的受益者負担割合」に対して、「平均的受益者負担

割合」が±２割を超える大きな乖離があるため、本体価格の見直しも行う。 

 

４ 使用料等の改定について 

（１）改定のイメージ 

       

 

 

 

（２）主な改定内容 

 

 

 

 

 

 

 

H27 H28 H29 H30

有馬・野川生涯学習支援施設
25.0% 22.8% 22.7% 20.4% 17.9% 21.0% 消費税の負担転嫁のみ

25.0% 32.9% 26.2% 21.2% 16.8% 24.3% 消費税の負担転嫁のみ

八ケ岳少年自然の家 25.0% 4.1% 13.0% 15.2% 16.0% 12.1% 本体価格見直し含む

25.0% 20.6% 18.4% 18.1% 15.2% 18.1% 本体価格見直し含む

施設名
標準的受益者

負担割合

受益者負担割合 平均的受益者

負担割合
改定内容

図表１ 消費税の負担転嫁のイメージ   図表２ 本体価格の見直しを含んだ改定イメージ 
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（２）主な改定内容 

①受益者負担割合による見直し（消費税の負担転嫁のみ） 

 
 

②受益者負担割合による見直し（本体価格の改定を含む） 

 

 

③受益者負担割合以外の見直し（消費税の負担転嫁のみ） 

受益者負担割合による 直し以外で、「 少年科学館」と「 本 家園」の特別利 料（使 料）については、

本体価格は据え置き、消費税１０％のみ負担転嫁を行う。 

 
※「特別利用料」とは、博物館施設の収蔵資料の模写や模造、撮影、写真の原板使 等、個 や研究機関、 間企

業への便益に要する経費であり、受益者から必要に応じて徴収すべき経費である。 

 

５ 博物館法の一部改正に伴う条例改正について 

【改正の内容】 

令和４年４月の博物館法の一部改正により、同法１８条の「公立博物館の設置に関する事項は、当該博物館を設

置する地方公共団体の条例で定めなければならない。」との規定が削除された。 

これに伴い、日本民家園条例第１条に引用されている「博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）第１８条の規定に

基づき、」との規定を削除する条例改正を行うもの。 

施設・部屋名 現行の使用料 改定後の使用料

宿泊利用料（高校）
800円 810円

有馬・野川生涯学習支援施設

集会室（午前）
2,640円 2,680円

教育文化会館

大会議室（午前）
3,190円 3,240円

大会議室（午前）
3,850円 3,920円

消費税の負担転嫁
（現行×110/108）

施設 現行の使用料 改定後の使用料

八ケ岳少年自然の家 800円 880円

【入園料】

500円

（一般）

300円

（高校生・大学生・

市外65歳以上）

550円

（一般）

330円

（高校生・大学生・

市外65歳以上）

本体価格の見直し
（現行×１．１）

特別利用料 現行の使用料 改定後の使用料

塾覧（１日１件） 200円 200円
模写・模造

建築物の撮影
1,000円 1,010円

撮影（１点） 300円 300円
建築物の実測

原板使用
2,000円 2,030円

消費税の負担転嫁
（現行×110/108）


